
  	
  
	
 

北海道における地域づくりの担い手や自治体職員および議員の、意識変革を支え北海道自治体学の理論

と実践の創造を目指して開催いたします。	
 	
 
	
 

１	
 日程・テーマ 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※講師の方のご都合により、内容が変更になる場合があります。	
  

 	
   日	
 	
 程	
 	
   テーマ・講師・討論者	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※敬称略	
  

第１回	
  

６月６日(土)	
 	
  
１３：００	
 

～１７：３０	
 	
  

※受付１２時半～ 	
  

貧困・格差のないまちを創るために、今、自治体でできることは  

川村	
 雅則(北海学園大学経済学部教授)	
 中囿	
 桐代(北海学園大学経済学部

教授)鈴木	
 一(札幌地域労組副委員長)	
 	
 佐藤	
 宏和(北海道生活と健康を

守る会連合会副会長)	
 

第２回	
  

６月２０日(土)	
 	
  

１３：００	
 

～１７：３０	
 	
  

※受付１２時半～	
  

メディアの現状—―日本の民主主義  

永田	
 浩三(元 NHK 番組ディレクター・武蔵大学メディア社会学科教授)	
 

菅原	
 淳(北海道新聞編集局解説委員)	
 徃住	
 嘉文(日本ジャーナリスト会

議・北海道支部)	
 	
 林	
 炳澤(イムピョンテク・自由学校「遊」共同代表)	
 

森	
 啓(北海学園大学法科大学院講師) 

第３回	
  

７月２５日(土)	
 	
  
１３：００	
 

～１７：３０	
 	
 

※受付１２時半～	
  

NIMBY(迷惑施設)問題は解決できるか？                                                                        

—―原発から保育園まで—―  

押谷	
 一(酪農学園大学教授)	
 片山	
 健也(ニセコ町長)	
 神沼公三郎(北大

名誉教授)	
 小坂	
 直人(北海学園大学開発研究所長・経済学部教授)	
 

第４回	
  

９月１２日(土)	
 	
  
１３：００	
 

～１７：３０	
 	
  

※受付１２時半～	
  

自治体議会を考える   ～議会・議員の権能・責務とは～  

森	
 啓(北海学園大学法科大学院講師)	
 渡辺	
 三省(NPO 法人公共政策研究

所理事)	
 神原	
 勝(北海道大学名誉教授)	
 久保あつこ(旭川市議会議員)	
 	
 

菅原	
 文子(南幌町議会議員)	
 他(交渉中)	
 

第５回	
  

１０月２４日

(土)	
 	
  

１３：００	
 

～１７：３０	
 	
  

※受付１２時半～	
  

男女平等社会をはばむ「壁」を越えるには   〜女性の視点から〜  

妙木	
 忍(社会学者／北海道大学留学生センター特任助教)	
 下郷	
 沙季(札

幌学生ユニオン共同代表)	
 藤根	
 美穂(岩見沢市立総合病院小児科医師)	
 	
 

中村由美子(北海道女性農業者ネットワーク「きたひとネット」事務局長)	
 

宮下裕美子(月形町議会議員)	
 

２	
 会	
 	
 	
 場	
 	
 	
 北海学園大学１号館３階３４番教室（札幌市豊平区旭町 4	
 丁目１－４０）  	
  

地下鉄東豊線「学園前駅」下車。３番出口直結。駐車場は利用できません。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

３	
 参 加 費	
 	
 	
 全５回前納:５,０００円	
 	
 １回分:１，５００円	
 	
 （学生無料）	
 	
  

※会場受付でお支払いください。 	
  

４	
 申 込 み	
 	
 メール申込	
 jichi
ｱﾝ

_
ﾀﾞｰ

d
ﾊﾞｰ

oyokoza2015@yahoo.co.jp	
 	
 	
 当日申込・参加も可	
  

５	
 お問合せ	
 	
 北海道自治体学土曜講座実行委員会 (共同代表・森啓、神原勝、小坂直人、内田
和浩 )	
  

 	
  
 	
   	
  

 	
   	
   	
   	
  
 	
  

	
  

北海道自治体学土曜講座  
	
  

2015年度	
  

 	
  
 	
  

	
  
	
  
	
 	
  

 	
  	
    	
  
	
  

 	
  



メール	
 	
 jichi_doyokoza2015@yahoo.co.jp(事務局・北海学園大学内・斉

藤、和田) 	
  

北海道自治体学土曜講座   プログラム  

	
 

第１回   ６月６日(土)  

  貧困・格差のないまちを創るために、今、自治体でできることは   

	
 経済のグローバル化、新自由主義化によって、ワーキングプアーと呼ばれる非正規雇用が増加し、

分配の不公平による貧困と格差は日本の社会問題となっています。	
 

こうした中で今、働く人たちの権利が危機に晒されておりますが、自治体においても非正規雇用者や

民営・委託化による低賃金労働と不安定雇用者が急増しています。また、福祉分野でも、国民全体の

生活水準そのものの引き下げが「貧困の連鎖」や「子どもの貧困率の上昇」を生み深刻な影響を与え

ております。	
 

	
 本講では、各地域に拡がる貧困・格差について、まずその現状・実態の全体的理解をし、同時にそ

れを克服する地域(労働現場、福祉現場)の新たな動きをともに学び考える中で、実践的な地域自治体

理論創りの場を目指します。	
 

第１講（１３：００～１５：１０）	
 

・基調講義Ⅰ「現代日本における貧困・格差問題と、自治体の課題の論点整理」	
 

川村雅則（北海学園大学経済学部教授）	
 

・基調講義Ⅱ「女性の貧困と社会保障	
 ―母子世帯を事例に―」	
 	
 

中囿桐代（北海学園大学経済学部教授）	
 

・事例報告「“剣”を取れ！団結の“剣”は、あなたを貧困から解放する」	
 

鈴木	
 一（札幌地域労組副委員長）	
 

第２講（１５：２０～１７：３０）	
 

	
 ・公開討論「貧困・格差のないまちを創るために、今、自治体でできることは」	
 	
 

	
 	
 	
 パネラー：中囿桐代、鈴木	
 一、佐藤宏和(北海道生活と健康を守る会連合会副会長）	
 

司会兼パネラー：川村雅則  

	
 

  

  メ デ ィ ア の 現 状 と 日 本 の 民 主 主 義     	
  

	
 	
 政権党の「メデイア・放送の監視強化」で「政権批判番組」は減少萎縮し、ラジオ・テレビの解説

者は論点を避けて「腰の引けた解説」になっている。	
 

NHK は、籾井会長が就任して「ニュース番組の原稿」までも修正変更する「凄まじい事態」になっ

ている。「言論・言説の自由」は民主主義の基盤である。メデイアの役割は「政権の監視」である。	
 

だが現状は、競い合ってメデイアが「戦争を煽動した満州事変の前夜」に似てきたと言われている。

本講座は「メデイアと民主主義」の論点を、「問題提起と会場討論」によって、明らかにする。	
 

第１講（１３：００～？）	
 

・問題提起	
 	
 

１「メデイアの現状と NHK の変貌」永田浩三(元 NHK 番組ディレクター／武蔵大学メディア社会学科教授)	
 

第２回   ６月２０日

第１回   ６月６日



	
 ２「特定秘密保護法とメデイアの現状」	
 菅原	
 淳(北海道新聞編集局解説委員)	
 

３「言論の自由とジャーナリストの責務」	
 徃住嘉文(日本ジャーナリスト会議・北海道支部)	
 

第２講（？～１７：３０）	
 

・討	
 論	
 	
 

	
 永田浩二、菅原	
 淳、徃住嘉文、林	
 炳澤(イムピョンテク・自由学校「遊」共同代表)	
 	
 

司会：森	
 啓(北海学園大学法科大学院講師)    

	
 

	
 

  NIMBY  (迷惑施設)問題は解決できるか？—―原発から保育園まで—―   	
  

	
 放射性廃棄物の最終処分は「解決不能」と思われるほどの難問である。この難問は、原子力を基幹

エネルギーとする「国民の合意」が成立していたと考えられる限り、すべての国民がその答えを求め

られるものである。したがって、自分の住む地域と直接関係はないと見て見ぬふりを決め込むことは

できない。放射性廃棄物をめぐる問題はまさに NIMBY（必要性は認めるが自分の裏庭には置きたくな

い、というタイプの）問題である。東日本大震災によって生じた大量の災害廃棄物の処理をめぐって

は、地震・津波によるがれき・廃棄物の多さゆえに震災地域内のみで処理することが困難となり、結

果として他地域での処理を要請することとなるが、その受入れが極めて難しい実態がある。加えて、

その廃棄物が放射性廃棄物となってはなおさらである。今や、保育園さえ迷惑施設扱いされる時代で

あるが、この種の NIMBY 問題にどのような「解決」の筋道がつけられるのか？率直な議論をしてみた

いと思う。	
 

第１講（１３：００～１５：３０）	
 

・第１報告「東日本大震災による災害廃棄物の広域処理をめぐって」押谷	
 一（酪農学園大学教授）	
 

・第２報告「ニセコ町におけるごみ処理場立地をめぐって」	
 片山健也（ニセコ町長）	
 

・第３報告「放射性廃棄物地層処分をどう考えるか」	
 神沼公三郎（北大名誉教授）	
 

第２講（１５:４５～１７:３０）	
 

・全体討論	
 	
 	
 

	
 	
 	
 押谷	
 一	
 、片山健也、神沼公三郎	
 

司会：小坂直人（北海学園大学開発研究所長・経済学部教授）  

	
 

	
 

  自治体議会を考える  ～議会・議員の権能・責務とは～    	
 

２００６年に栗山町議会が全国初となる「議会基本条例」を制定し、北海道発の議会改革は大きな

波となり、全国の自治体議会にその流れが広がった。それぞれの議会で、改革・活性化に向けた努力

が積み重ねられた結果、「組織としての議会改革」は一定の成果を収めている。今後は、議員個々の

政策能力や事務局機能の向上といった次なる改革に向け、基本条例制定後の検証と併せ、議会・議員

の権能・責務などの基本原理を再確認しながら、諸課題の整理など、論議を活発化しなければならな

い。	
 

第４回    ９月１２日

第３回   ７月２５日



また、自治体の自主自律を無視する事態が相次ぐ情勢を踏まえ、地域の持続可能性を確立する方策

に、議会がどのように主導的な役割を果たすか、市民・首長・職員との向き合い方、選挙制度や議員

の成り手問題など、身近な課題にも視野を広げながら、様々な角度から議論を展開していく。	
 

第１講（１３：００～１５：４０）	
 

・基調講演「地方議会人はどうあるべきか」	
 森	
 啓（北海学園大学法科大学院講師）	
 	
 

・事例報告「議会基本条例制定と今後の展望」(仮)	
 	
 渡辺三省（NPO 法人公共政策研究所理事）	
 	
 	
 	
 	
 	
 

第２講（1６：００～１７：３０）	
 

・パネルディスカッション「議会の権能、議員の職責」	
 

	
 パネリスト：久保あつこ（旭川市議会議員）、菅原文子（南幌町議会議員）、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （他交渉中）	
 

コーディネーター：神原	
 勝（北海道大学名誉教授）  

	
 

	
 

  男女平等社会をはばむ「壁」を越えるには  〜女性の視点から～       	
  

私たちは男女平等社会を未だ実現できていない。現代社会は、女性の低賃金を前提に組み立てら

れたシステムで動き、ときに女性対女性の軋轢をも生んでいる。女性政策の課題は、これまでの「男

女共同参画」「少子化対策」「子育て支援」はもとより、ひとり親家庭に象徴される「子どもの貧困問

題」、年金・介護等の「高齢者問題」などと複雑に絡み合い、様々な「壁」となった。	
  
本講では、各分野で活動する５人の女性が当事者の視点で課題を掘り起こし、フロアも交えた

様々な角度からの議論によって、真の男女平等社会の実現に向けて求められる自治体のあり方などを

探っていく。	
  
	
  

第１講（１３：００〜１４：３０）	
 

	
 ・基調講演「男女平等社会の実現にむけて‐現状と課題‐」 
妙木 	
 忍（社会学者／北海道大学留学生センター特任助教）	
  

 
第２講（１４：５０～１７：３０）	
 

	
 ・公開討論「男女平等社会をはばむ「壁」を越えるには	
 〜女性の視点から〜」 
パネリスト：妙木 	
 忍 

下郷沙季（札幌学生ユニオン

共同代表 ／北海道大学大学院） 
藤根美穂（岩見沢市立総合病

院小児科医師／岩見沢市教育委員会医療アドバイザ

ー） 
中村由美子（千歳市農業委員／北海道女性農業者      	
 
ネットワーク「きたひとネット」事務局長） 
司会兼パネリスト：宮下裕美子（月形町議会議員） 
 
	
 	
 	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
【北海学園大学	
 豊平キャンパス】	
  

地下鉄東豊線「学園前」駅にて下車。３番出口直結。（「大

通」駅より乗車５分、「さっぽろ」駅より乗車６分）	
 

第５回    １０月２４日


